














































































本稿では， I夫婦する」行動を分析における中心的な概念として用いる o I夫婦する」行動と
は，夫婦関係や情緒的粋を確認するために「ーする」行動として特徴づけることができる O 本
稿の具体的な課題は，まず(1)中高年夫婦の「夫婦する」行動の構造を明らかにし，次に


















(夫 N=496 妻 N=496)
〈夫の年齢〉 (妻の年齢〉
59-65歳 43.8% 49-62歳 49.0% 
66-74歳 56.3% 63-74歳 51.0% 
(夫の学歴〉 (妻の学歴〉
小・中学校 35.9% 小・中学校 34.1% 
高等学校 38.3% 高等学校 49.4% 
大学 21.4% 大学 13.1 % 
無回答 4.4% 無回答 3.4% 
〈夫の就労状況) 〈妻の就労状況〉
有職 54.5% 有職 28.8% 
無職 45.5% 無職 71.2% 
〈年間世帯収入額) (世帯構成〉
200万円未満 10.7% 夫婦のみ世帯 58.5% 
200-400万円未満 42.1% 核家族世帯 25.6% 
400-600万円未満 24.0% 拡大家族世帯 15.9% 
600-800万円未満 9.5% 
800-1000万円未満 4.6% 
1000万円以ー 上 7.1% 
無回答 2.0% 
対象者の平均年齢は，夫66.2歳，妻 62.5歳である O 学歴は，夫，妻ともに高卒の比率が最
も高くなっているが， しかし大卒の比率をみると夫では約 2割，妻では 1割強と，この世代と
しては高学歴層がやや多くなっている。就労状況については，無職の比率は夫では4割強であ
るが，妻では約7割と高くなっている O また，世帯構成では，中高年期はライフステージ上，
子どもの排出期にあるため，夫婦のみ世帯の比率が約 6割を占めている O 世帯収入については，









るJI食事をともにするJIテレビをいっしょにみる」の 11項目について， Iしミつも」に 4点，
「ときどき」に 3点， Iたまに」に 2点， Iまったくない」に I点を与えて得点化し，主成分分
析を行った。表2がパリマックス回転後の結果であり 3因子が析出された。また，各因子に













Crombachのα係数をもとめたところ， Iコミュニケーション行動」は .83 (平均点20.66，標
準偏差1.83)， I性的行動」は .54 (平均点 5.11，標準偏差1.83，α.54)， I生活共同行動」

















第1因子第2因子第3因子 共通性 平均値 標準偏差
①悩みや心配ごとを話しあう .802 .098 .206 .696 3.27 .88 
②喜びを分かちあう .797 .138 .259 .722 3.45 .81 
③そのHの出来事を話しあう .763 .025 .357 .710 3.45 .77 
④配偶者に好意を伝える .561 .382 .208 .504 2.10 .97 
⑤配偶者にありのままをみせる .559 .112 .021 .325 3.24 1. 03 
⑥いっしょに外出する .558 .287 .269 .467 2.94 .85 
⑦趣味をいっしょに楽しむ .493 .490 .053 .485 2.18 1.02 
⑧身体を寄せあう .193 .793 .006 .669 1. 89 .95 
⑨同じ部屋で寝る .024 .718 .357 .643 3.23 1. 25 
⑪食事をともにする .110 .036 .800 .654 3.90 39 
⑪テレビをいっしょにみる 283 .189 .733 .653 3.51 .71 
固有値 4.27 1.18 1.08 
寄与率(%) .388 .107 .098 .594 
























年齢 3.508 17.312材* .191 
学歴 2 .708 2.344 4.309 * 
就労状況 1.339 13.147料* .015 
〈妻〉
年齢 .988 8.712帥 2.378 
学歴 2 1.010 1.280 .619 
就労状況 .001 4.183ネ 1.309 
(注1) 自由度を除いた数字の値は F値を示している。


























愛情規範意識 303料 .182料 204 * 
性別役割分業意識 .039 .024 .086 
〈妻〉
愛情規範意識 .323 * .138本 .153仲
性別役割分業意識 .139 * .060 .048 
(注1) 標記の数字は，相関係数を示している。






























性的行動 .147帥 .080 
生活共同行動 .130 •• .070 
愛情規範意識 .103本 .102本
性別役割分業意識 .028 一.047
年齢(→低) .012 .019 
学歴(→高) .172柿本 .014 
就労状況(→有職) .044 一.013
重相関係数 (R) .576 .566 
修正決定係数 (R2) .319 .305 

































に関する点である O 夫では， I夫婦する」行動の 3因子はいずれも，夫婦満足度に対して正の
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がなくても続けることが可能だからである O
夫婦においては，コミュニケーション行動，性的行動，生活共同行動いずれも，夫婦関係や
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